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	用地取得に伴い移転対象となる高齢居住者の
	生活再建に関する考察
	岡下美紗貴1
	３． 事例２（行政書士等との協力）
	(1)事例の状況
	Ｂ氏（78歳）は、結婚しておらず、移転対象の住居（実家）に従前父親と二人で暮らしていたが、父親が亡くなってからは一人暮らしをしていた。今回の事業に伴い用地交渉を続けていたが、行政に対して不信感をもっていることと、土地・住居がＢ氏の父親名義となっており、相続人間での相続手続きを行っていないことから、相続財産が未処理となっていたことで、用地交渉が長期にわたり難航していた。また、近所付き合いも確認できず、周囲との関係を絶っていたことから、他に協力を仰ぐ人がいない状態であった。
	しかし、用地交渉を進める中で、Ｂ氏が財産管理を行政書士に依頼することをはじめとした、専門家への協力を得ることができたことにより事態が好転し、契約締結となった。
	(2)行政書士等専門家の協力について
	Ｂ氏が体調を崩して入院した後、日常生活に戻るためにリハビリ等が必要であることから、一時的に施設に入所していた際、住居等の財産の管理を行政書士に依頼していた。Ｂ氏の依頼で財産管理をする中で、国が事業用地として土地を取得したい状況であることを行政書士が把握した。行政書士は税理士を有する法人の社員であったため、その後、B氏は相続財産処理に関する相談を行った。
	B氏と国との用地交渉は、これまで行政不信や父親名義の相続未処理といった要素があり交渉の進展がなかったものの、あらためてＢ氏の意向を確認したところ、Ｂ氏としても財産整理ができれば国との契約に前向きである旨の意向が確認できた。相続財産や税務に関して専門家等の相談を経て、父親名義の相続についても、理解が得られ、契約締結することとなった。
	これまでの用地交渉は行政不信もあり、相続も未処理のままとなっていたが、高齢となったB氏が専門的知識及び幅広い対応が可能となる第三者に財産管理を依頼したことにより、理解が得られ事態が好転したものである。
	４． 今回の2事例からの考察
	(1)家族等の協力を得られるか
	事例1において、Ａ氏の移転先は姉夫婦の近くとなったが、従前からＡ氏の用地交渉に同席していたわけではない。Ａ氏の姉夫婦自身も高齢者夫婦の世帯であり、国との用地交渉に協力しＡ氏の移転先地を探したり、移転計画を策定したりすることは困難である旨の話しを聞いていた。
	子ども世帯と同居または、用地交渉において子どもが同席し、移転を機に二世帯住宅を建てる等の計画があれば、用地交渉の進展につながることがあるが、用地交渉の相手が高齢者のみとなる場合、戸籍等で兄弟等の存在は把握することができるものの、兄弟間の仲の良さ等は実際に用地交渉をしないと知ることはできず、場合によっては兄弟間のことが原因で用地交渉が難航する場合もある。
	したがって、一人暮らしの高齢者や高齢者夫婦の世帯との用地交渉に臨む場合、相手方が単独で生活再建の検討をすることができるのか、単独では困難な場合に兄弟や親戚等の家族の協力が得られるかについて、交渉の中から慎重に判断しつつ、相手方の理解のもとで協議を進める必要がある。
	(2)支援センターの協力は相手次第
	事例2のＢ氏についてもデイケア等を利用していることは用地交渉を通じて把握していたこと、事例2の前年度に事例1が解決できたことから、事例2の用地交渉を進めていく上で、支援センターの職員に移転後の生活や支援内容の助言を得ることができないか検討を行った。
	本件では、Ｂ氏の性格が気難しいこともあり、長い時間をかけてＢ氏との間で築いた支援センターとの信頼関係を傷つけてしまう恐れがあることから協力は得ることができなかった。日常生活を行う上で何らかの支援が必要な方に対し、サポートするために高齢者世帯との人間関係を築いている支援センターと、住居移転を求めるために用地交渉している国とでは立場が全く異なる。そのため、地権者の了解と支援センターの理解が得られない限り、協力してもらうことは難しい。
	そういった中で、事例２については、一人暮らしの高齢者の健康状況や相続問題等から財産管理を行政書士等の専門家に依頼があったことにより、事業協力につながったと考えられる。
	また、相続が伴う事案は、国が行う説明は各相続人に対し、一般的かつ公平な説明となる。しかし、弁護士等の専門的知識をもつ第三者が相続問題にあたった場合には、法的解決も含めて幅広く対応することも検討できるため、解決の糸口となることがある。
	本件のような専門家への依頼については、地権者個人の問題であるため、依頼費用等は国で負担することができない。活用にあたっては地権者の理解が必要となる点は留意しなければならない。
	(3)高齢者との用地交渉と工程管理
	リスクマネージメントの観点から検証すると、一人暮らしの高齢者世帯や高齢者夫婦のみの世帯との用地交渉については、明確な事業反対が理由ではなく、協力する意向はあるため、懸案事項としてすぐに表面化することには至らないことがある。しかし、移転に対する不安や条件に合致する移転先の確保、資金面の問題から実際に移転するまで長期間を要することがあり、一般的な住居移転が伴う用地交渉より時間がかかるということを念頭に、工程管理をしていく必要がある。
	これらをふまえ、公共事業の実施にあたっては、事務所内の事業進捗に関する会議等を通じて、事業計画全体の工程への確認や、用地取得の工程管理について事業担当課も含めて把握しつつ、取り組む必要がある。
	(4)むすび
	事例1の経験をもとに、事例2の対応を進めたところ、上述のとおり、今回は支援サービスや家族の協力といった事例１の経験値の活用はできなかった。一人暮らしの高齢者世帯や高齢者夫婦のみの世帯についても各世帯でのこれまでの家族の背景や個人の性格、環境があるため、高齢者世帯に対する画一的な用地交渉の方法をまとめることは困難である。
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